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労
使
協
定
作
成
に
あ
た
っ
て

の
留
意
点

●２⑴　

対
象
と
な
る
従
業
員
の
範
囲
（
第

１
条
）

　

本
制
度
に
よ
り
労
働
さ
せ
る
労
働
者

の
範
囲
を
明
確
に
す
べ
き
で
す
。
な

お
、
第
１
条
①
か
ら
③
は
、
法
令
を
踏

ま
え
て
適
用
除
外
と
し
て
い
ま
す
。

⑵　

労
働
時
間
（
第
２
条
）

　

対
象
期
間
す
べ
て
の
労
働
日
に
つ
い

て
、
労
働
時
間
の
長
さ
だ
け
で
は
な

く
、
始
業
お
よ
び
終
業
の
時
刻
も
あ
ら

か
じ
め
具
体
的
に
定
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
業
務
の
実
態
か
ら
月
ご

と
に
シ
フ
ト
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る

場
合
に
は
、
本
協
定
書
の
よ
う
に
、
就

業
規
則
等
に
お
い
て
㋐
各
シ
フ
ト
の
始

業
終
業
時
刻
、
㋑
各
シ
フ
ト
の
組
合
せ

の
考
え
方
、
㋒
シ
フ
ト
表
の
作
成
手
続

き
、
お
よ
び
そ
の
周
知
方
法
等
を
定
め

て
お
き
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
各
日
ご

と
の
シ
フ
ト
を
、
変
形
期
間
の
開
始
前

ま
で
に
具
体
的
に
特
定
す
る
こ
と
で
足

り
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
対
象
期
間

を
平
均
し
、
１
週
間
当
た
り
の
労
働
時

間
が
40
時
間
（
特
例
措
置
対
象
事
業
場

は
44
時
間
）
を
超
え
な
い
よ
う
設
定
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、

１
か
月
の
暦
日
数
が
31
日
の
月
の
場

合
、
月
の
総
所
定
労
働
時
間
は
１
７

７
・
１
時
間
（
特
例
措
置
対
象
事
業
場

の
種
類
と
し
て
１
か
月
単
位
を
採
用
し

て
い
る
企
業
は
、
23
・
９
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
制
度
を
導
入
す
る
た
め
に
は
、
労

使
協
定
ま
た
は
就
業
規
則
そ
の
他
こ
れ

に
準
ず
る
も
の
（
以
下
、「
就
業
規
則

等
」
と
い
い
ま
す
）
に
よ
り
、
定
め
を

置
く
こ
と
が
必
要
で
、
労
使
協
定
に
よ

る
場
合
に
は
、
所
轄
の
労
働
基
準
監
督

署
長
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

労
使
協
定
に
は
、

①
対
象
労
働
者
の
範
囲

②
対
象
期
間
お
よ
び
起
算
日

③�

労
働
日
お
よ
び
当
該
労
働
日
ご
と
の

労
働
時
間

④
労
使
協
定
の
有
効
期
間

を
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

１
か
月
単
位
の

変
形
労
働
時
間
制
と
は

●１
　

１
か
月
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制

（
以
下
、「
本
制
度
」
と
い
い
ま
す
）
と

は
、
労
使
協
定
ま
た
は
就
業
規
則
そ
の

他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
、
１
か
月
以

内
の
一
定
期
間
を
平
均
し
、
１
週
間
当

た
り
の
労
働
時
間
が
40
時
間
を
超
え
な

い
定
め
を
し
た
場
合
に
は
、
特
定
の
日

や
週
に
お
い
て
、
法
定
労
働
時
間
を
超

え
て
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

　

令
和
２
年
「
就
労
条
件
総
合
調
査
」

（
厚
生
労
働
省
）
に
よ
れ
ば
、
令
和
２

年
１
月
１
日
時
点
で
、
変
形
労
働
時
間

制
を
採
用
し
て
い
る
企
業
の
う
ち
、
そ １

か
月
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
度
に

関
す
る
労
使
協
定

７月号　定年制規程（選択型定年制）
８月号　正社員登用制度規程
９月号　専門業務型裁量労働制に関する労使協定
10月号　リフレッシュ休暇規程
11月号　SOGIハラ規程
12月号　ノー残業デー規程

黒
　
田
　
雄
　
太

弁
護
士
田
　
村
　
裕
一
郎

弁
護
士

シ
フ
ト
制
を
組
ん
で
複
数
人
で
業
務
を
行
な
う
事
業
場
に

お
い
て
月
内
の
繁
閑
に
差
が
あ
る
場
合
、
１
か
月
単
位
の

変
形
労
働
時
間
制
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
時
間

の
効
率
的
な
配
分
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
同
制

度
の
労
使
協
定
に
関
す
る
留
意
点
を
説
明
し
ま
す
。
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労使協定書（１か月単位の変形労働時間制）
　株式会社○○と○○労働組合（従業員代表）は、１か月単位の変形労働時間制に関し、
次のとおり協定した。
第１条　�本協定による１か月単位の変形労働時間制は、○○に属する従業員に適用する。

ただし、次のいずれかに該当する従業員を除く。
　　　①　18歳未満の年少者
　　　②　�妊娠中または産後１年を経過しない女性従業員のうち、本制度の適用免除申請

をした者
　　　③　�育児や介護を行なう従業員、職業訓練または教育を受ける従業員、その他特別

の配慮を要する従業員に該当する者のうち、本制度の適用免除申請をした者
第２条　�所定労働時間は、１か月単位の変形労働時間制によるものとし、１か月を平均し

て週40時間を超えないものとする。
　　２　起算日は毎月１日とする。
　　３　�次のシフトの組み合わせにより、始業・終業の時刻、休憩時間を定めるものと

し、各従業員の勤務シフトおよび休日については、前月25日までにシフト表を作
成し、メールまたはイントラネットにて周知するものとする。

　　　　①　シフト甲
　　　　　　始業：６：30
　　　　　　終業：17：30
　　　　　　休憩：11：30－12：30 
　　　　②　シフト乙
　　　　　　始業：９：30
　　　　　　終業：18：30
　　　　　　休憩：13：30－14：30
　　　　③　シフト丙
　　　　　　始業：14：30
　　　　　　終業：21：30
　　　　　　休憩：17：30－18：30
　　４　�休日は、前項の１か月につき少なくとも８日とし、前項のシフト表によって特定

する。なお、毎週土曜日は休日とする。
第３条　�災害や事故または××などの緊急の事態が発生した場合には、前条第３項各号に

定める所定労働時間を変更することがある。この場合、会社は、変更される労働
日の３日前までに従業員に通知する。

第４条　�業務上の必要性が生じた場合、会社は、本協定に基づく１か月単位の変形労働時
間制の全部または一部を廃止することができる。この場合、当該従業員の労働時
間その他の取扱いについては、就業規則第○条に定めるところによる。

第５条以下（有効期間、署名欄など）：省略

た
む
ら
　
ゆ
う
い
ち
ろ
う
　
多
湖
・
岩
田
・
田
村
法
律
事
務
所
パ
ー
ト
ナ
ー
。
弁
護
士
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
。
第
一
東
京
弁
護
士
会
（
元
）
労
働
法
制
委
員
会
委
員
。

く
ろ
だ
　
ゆ
う
た
　
多
湖
・
岩
田
・
田
村
法
律
事
務
所
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
。
弁
護
士
。

を
定
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
裁
判
例
で
は
、
労
働
者

か
ら
見
て
ど
の
よ
う
な
場
合
に
変
更
が

行
な
わ
れ
る
の
か
を
予
測
す
る
こ
と
が

可
能
な
程
度
に
変
更
事
由
を
具
体
的
に

定
め
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
点
に
つ
き
、「
業
務
上
の
必

要
が
あ
る
場
合
、
指
定
し
た
勤
務
を
変

更
す
る
」
と
の
就
業
規
則
の
規
定
で

は
、
特
定
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
示

し
た
裁
判
例
が
あ
る
た
め
、
変
更
事
由

で
あ
る
本
協
定
書
第
３
条
の
×
×
は
、

予
測
が
可
能
な
程
度
に
具
体
的
に
定
め

る
よ
う
留
意
が
必
要
で
す
。

⑷　

そ
の
他

　

本
協
定
書
で
は
省
略
し
て
い
ま
す

が
、
労
使
協
定
の
有
効
期
間
は
、
対
象

期
間
よ
り
も
長
く
す
る
必
要
が
あ
り
、

３
年
以
内
程
度
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
制
度
に
お
い
て
時
間
外
労
働
が
発

生
し
た
場
合
、
割
増
賃
金
の
計
算
に
つ

い
て
は
、
就
業
規
則
等
（
本
協
定
書
の

場
合
、
シ
フ
ト
表
）
で
１
日
８
時
間
を

超
え
る
時
間
を
定
め
た
日
は
そ
の
時

間
、
そ
れ
以
外
の
日
は
８
時
間
を
基
準

と
し
て
計
算
す
る
（
週
、
対
象
期
間
に

つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
計
算
が
必
要
）
な

ど
、
計
算
が
複
雑
と
な
る
点
が
あ
る
た

め
、
留
意
が
必
要
で
す
。�

●▲

は
１
９
４
・
８
時
間
）
を
超
え
て
は
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑶　

変
更
（
第
３
条
）

　

本
制
度
で
は
、
原
則
と
し
て
、
特
定

し
た
労
働
日
ま
た
は
労
働
時
間
を
任
意

に
変
更
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

使
用
者
が
業
務
の
都
合
に
よ
り
、
頻

繁
に
労
働
時
間
を
変
更
し
て
い
る
場

合
、
本
制
度
の
有
効
要
件
を
満
た
し
て

お
ら
ず
、
無
効
と
判
断
さ
れ
る
リ
ス
ク

が
あ
り
ま
す
。
本
制
度
が
無
効
と
判
断

さ
れ
る
と
、
法
定
時
間
外
労
働
と
判
断

さ
れ
る
時
間
数
が
多
く
な
り
、
未
払
い

残
業
代
の
金
額
は
巨
額
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、
労
働
時
間
の
特
定
が
求

め
ら
れ
る
趣
旨
が
、
労
働
者
の
保
護
に

あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
労
働
者
の
生

活
に
対
し
て
大
き
な
不
利
益
を
及
ぼ
す

こ
と
の
な
い
よ
う
な
内
容
の
変
更
条
項

■１か月単位の変形労働時間制の労使協定例


